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対象とする照明の考え方 

対象とする照明は有資格者による工事が必要な照明を主とし、維持管理の中で LED ランプを自ら

交換できる照明については、対象外とする。また、非常照明は通常使用していないため球切れの心配

がないこと、舞台照明、ナイター照明は綿密な照度計算と現地調査が必要であり、他の照明とは性質

が異なることから対象外とする。加えて、製造が継続される照明については、対象外とする。 

 

対象とする照明 

種類 対象とする理由 

直管型蛍光ランプ 

 

LED化には有資格者による工事が必要となるため。 

環形蛍光ランプ 

 

LED化には有資格者による工事が必要となるため。 

コンパクト型蛍光ランプ 

 

LED化には有資格者による工事が必要となるため。 

HID ランプ（高輝度放電ランプ） 

 

LED化には有資格者による工事が必要となるため。 

誘導灯（非常口マーク） 

 

 

LED化には有資格者による工事が必要となるため。 

別紙４ 
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蛍光灯一体型非常灯 

 

LED化には有資格者による工事が必要となるため。 

昇降装置付き照明 

 

LED 化する際は昇降装置を撤去する必要があるため

（工事を伴う）。 

水銀を含まない製造が継続されるランプ

（ハロゲンランプ） 

 

 

 

 

 

 

 

口金の種類により、容易に LED 化ができないものにつ

いては対象とする。 

（例）両口金式：R7s（包括対応） 

 

対象としない照明 

種類 対象としない理由 

電球型蛍光ランプ 

 

 

維持管理の中で自ら LED ランプに交換できるため。 

白熱灯（白熱電球）（昇降装置付きを除く） 

 

 

維持管理の中で自ら LED ランプに交換できるため。 
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非常灯（非常照明） 

 

通常使用しておらず、球切れの心配がないため。 

舞台照明 

 

綿密な照度計算と現地調査が必要であるため。 

ナイター照明 

 

綿密な照度計算と現地調査が必要であるため。 

水銀を含まない製造が継続されるランプ

（ハロゲンランプ） 

 

維持管理の中で容易に LED ランプに交換できるものに

ついては対象外とする。 

（例）ネジ式：E11、E26 

   ピン式：EZ10、GU5.3 

 


